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新日鉄住金は、鉄に銅やクロム、ニッケル、リンなどの合金
元素を使用環境に応じて最適に添加することで、耐食性を向上
させた耐候性鋼の基盤技術を構築してきました。耐候性鋼は数
年経つと保護性のさびが表面に形成され、母材へのさびの侵入
を抑える「さびをさびで制する」という特長を持っています。し
かし日本は周囲を海に囲まれていることから、湿度が高く、海
からの飛来塩分の影響を受けやすく、必ずしも期待どおりの効
果が得られないケースもありました。そこで新日鉄住金は、耐
塩害性を高めたニッケル系高耐候性鋼NAW-TEN®（ナウテン）を
開発しました。塩害の厳しい沿岸地域の道路橋や鉄道橋で、新
日鉄住金の耐候性鋼が優れた効果を発揮しています。

ΑΔ๷৯ʹࡐ߯
さͼをさͼで੍する

మ
を
͞
ͼ
͔
Β
क
Δ
Ố
͜
の
Ӭ
ԕ
の
ς
ー
マ
に
対
͠
ͯ
ỏ
新
೔
మ
ॅ
ۚ
グ
ル
ー
プ
͸
ઈ
͑
ؒ
な
͍
ٕ
ज़
ֵ
新
Ͱ

௅
戦
を
続
͚
ͯ
͍
·
͢
Ố
͞
ͼ
が
発
ੜ
͠
΍
͢
͍
͞
·
͟
·
な
؀
ڥ
΍
࢖
用
৚
݅
に
Ԡ
͡
ͯ
ỏ
͞
ͼ
を
੍
͠
ͯ

ࠃ
౔
ڧ
ਟ
Խ
΍
ϛ
χ
マ
Ϝ
ϝ
ン
ς
ナ
ン
ス
に
ߩ
ݙ
͢
Δ
新
೔
మ
ॅ
ۚ
グ
ル
ー
プ
の
ς
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
঺
հ
͠
·
͢
Ố

技術図鑑

使い分けられる4つの防食方法

電ؾにΑる
๷৯

環境վળにΑる
๷৯

鋼材による防食
଱৯ੑ߯൘

อੑޢのߴいྑいさͼとѱいさͼのྫ
耐候性鋼の保護性さび（左写真）は、普通鋼のさび層（右写真）と異なり2
層構造となっています。添加元素の働きによって、内層に緻密な保護性
さびを生成し、腐食を抑えています。

ඃ෴ʹΑΔ
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悪いさびの例

うきさび

非晶質
さび

厚さ
1mm

鋼鋼

保護性の高い良いさびの例
埋込樹脂

層状さび
（結晶質）
の一部
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新日鉄住金が耐食性に及ぼす合金元素の影響について調
べたところ、飛来塩分が多い海浜地区ではニッケルの効果が
大きい一方、クロムが有害であることがわかりました。この
結果をもとに、従来の耐候性鋼をベースに鋼中のニッケル添
加量を増やし、クロムを無添加としたニッケル系高耐候性鋼
NAW-TEN®を世界で初めて開発しました。無塗装で優れた
耐候性を発揮する開発技術が高く評価され、2009年度もの
づくり日本大賞優秀賞などを受賞しています。

๺཮新װઢ๺཮道Ս道橋 （新ׁݝ）

橋脚などにNAW-TEN®が採用されています。

ւ͔ΒのඈདྷԘ෼にڧい଱ީੑ߯

さびは2層構造で、保護性さび形成に有害な塩化物イオン（Cl-）が
外層さびに濃化し、内層さびが安定してしっかりしていると腐食が
進行しません。

従来鋼：塩化物イオン（Cl-）が塩酸になり異常腐食が起こる。
NAW-TEN®：ナトリウムイオン（Na+）がアルカリ性の水酸化ナトリ
ウムになって腐食の進行を防ぐ。

༏れたҙঊੑlさඒz
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新日鉄住金の耐候性鋼COR-TEN®（コルテン）は、数年か
けて緻密な保護性さびが徐々に形成されていくため、時の
流れとともに味わい深い“さ美”色へと表情を変えていくこ
とが大きな特長です。重厚で美しいさびの色調は、日本の
風土や景観によく調和し、優れた意匠性を発揮することが評
価され、近年は建築分野での使用が広がっています。さらに
COR-TENの特長を受け継いだ鋳物製品CORQ®（コルク）や
VINCOR®（ビンコ）は、意匠性に優れた床材や壁材として採
用されています。風格と趣があり、“さ美”が緩やかに“経年
美化”し、時と共に楽しめる点が評価されています。

$0R�5&/®のܦ年มԽ

使用初期の黄色から徐々に茶色に変色し、一般的な環境では1～2年で
落ち着いた黒茶色になり、その後はより深い茶色へと変わっていきます。

શ༹઀住୐*R0/)064& （౦ژ౎）

100年以上の長寿命化を実現する設計の建築でCOR-TEN®が採用されています。
日本の住宅寿命の常識を打ち破る試みが評価され、2011年度大谷美術館賞を
受賞しました。

൧ࢁ෮ڭ׆会 （௕໺ݝ） レεトϥンでの׆༻ྫ
チャペルエントランスの周りに 
CORQ®が敷き詰められ、趣のある
美しい景観をつくり出しています。

仕切り壁にVINCOR®が採用され、
気品あふれる食空間を演出しています。

※ COR-TEN®は、United States Steel Corp.の登録商標です。
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橋梁は通常100年間供用を前提に考えられています。適切な維持管理が求められるなか、塗膜が劣化した部分からのさびが大き
な課題となり、定期的な塗り替えが必要となります。新日鉄住金はCORSPACE®を開発し、塗装頻度削減による環境負荷軽減
と塗装構造物のライフサイクルコスト低減に貢献しています。

ݮ଄෺のϥΠϑαΠクルコεトを௿ߏΑΔ๷৯ ృ૷ʹࡐ߯
ృ૷पظԆ௕߯$0341"$&�

຀ߴߓՍ橋（ԭೄݝ）

新日鉄住金のCORSPACE®は、鋼材に微量のスズを添加し
たもので、腐食量を大幅に抑制し、塩害の厳しい沿岸地域で効
果を発揮します。従来鋼では腐食や塗装の剥がれによる定期的
なメンテナンスが必要となる場所でも、CORSPACEの適用に
よりメンテナンス期間の短縮が見込まれます。塗装の塗替周期
延長を可能にし、ライフサイクルコスト低減を実現します。

ϥΠϑαΠクルコεト௿ޮݮՌྫ

橋梁の塗装塗り替えの場合、100年で3回必要なとき、
CORSPACE®の適用で1回に削減でき、維持管理コストが
従来鋼の約半分に低減できます。

Πンϑϥの࿝ٺԽを๷͙
଱ީੑ߯橋ྊのさͼ਍அٕज़

日鉄住金防蝕（株）は、腐食の原因究明・耐久性試験などの知見を活かし、
構造物の最適防食と長寿命化を実現するソリューション技術を提供しています。
例えば耐候性鋼橋梁のさび診断は、目視による外観評価が代表的ですが、こ
の評価には調査員の熟練度に左右されやすいという課題があります。こうし
た課題を解決できる定量的な手法を確立し、耐候性鋼橋梁のさび状態などを
維持管理する診断技術が高く評価されています。

ւ͔ΒのඈདྷԘ෼にڧい߯൘
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船舶や海洋構造物は海中・海上など鉄にとって極めて厳しい過酷な環境で使われます。
新日鉄住金は防食機能に対する一層の信頼性向上のニーズに応えて、さまざまな耐食性鋼や防食技術を開発しています。
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タンカーの原油タンク底板に生じる局部的な腐食を大幅に低減する NSGP®-1

新日鉄住金の高耐食性厚鋼板NSGP®シリーズは、微量
の合金を添加することで、耐食性能を発揮する鋼材です。
NSGP－1,2は実船における長期の試験的な適用を経て、世
界トップレベルの耐食性能を実証しています。また、溶接・
加工性など従来鋼と同様の使用性能が高く評価され、多くの
実船適用実績があります。塗装レスによる建造工期の短縮、
優れた耐食性によるメンテナンスコスト低減など、原油タ
ンカーの建造時や就航時にさまざまな効果をあげています。
NSGP－1は、2011年度に市村産業賞貢献賞、ものづくり
日本大賞特別賞を受賞しています。

タンク甲板裏側に生じる腐食を大幅に低減する NSGP®-2

ւਫਁ௮環境で଱৯ੑを発ش
."3*-0:� 4����߯؅

新日鉄住金のMARILOY®（マリロイ）S-400鋼管は、MARINE（海洋）
とALLOY（合金）を語源とし、海洋での耐食性を高めるために1％のク
ロムを添加した鋼材です。クロムの添加により表面のさび層が地金へ
の酸素の侵入を抑制する効果をもたらし、普通鋼に対し腐食の進行を
半分以下に抑えます。原油タンカーやFPSO（浮体式生産貯蔵積出設備）
の荷油管、バラスト管用途として使用され、販売開始から約25年間
で鋼材重量にして6万トン以上の採用実績があり、高いパフォーマンス
が評価されています。

৽೔మॅۚάϧーϓͷ΋ͷͮ͘ΓAdvanced Technology

MARILOY®鋼管はタンカーのバラスト管、荷油管で普通鋼より優れた
耐食性を有し、メンテナンスコスト低減に貢献します。

ࣸਅఏڙɿڞӫλンΧー（ג）

新日鉄住金は防食機能に対する一層の信頼性向上のニーズに応えて、さまざまな耐食性鋼や防食技術を開発しています。
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浸漬後

境界面の鉄分が亜鉛
に拡散する

亜鉛めっき直後の加熱
により境界面の鉄分が
拡散しZn-Feの合金化
が進行する

さらに合金化が進み合
金層を形成する

加熱・合金化

さびを防ぐため材料の表面に“化粧”を施すめっきの
代表例として、鋼板への亜鉛めっきがあります。亜鉛めっ
きは鉄に対する犠牲防食作用と安定的な白さびによっ
て保護皮膜をつくり、優れた耐食性で鉄の腐食を防ぎ
ます。亜鉛は大気中での腐食速度が鉄よりも小さいため、
少量のめっきで長期的に鉄を守ることができます。さ
らに亜鉛の融点はアルミニウムよりも低いため、少な
いエネルギーで溶融めっきできることが大きな特長です。
新日鉄住金は亜鉛系めっき鋼板の防錆メカニズムの
知見を深めるとともに、腐食評価方法に関する基盤研
究を絶え間なく続け、さらに耐食性を高めたさまざま
な亜鉛系めっき鋼板を開発。土木・建築や自動車、電
気機器など幅広く使われています。

ඃ෴ʹΑΔ๷৯
ΊͬきでlԽহzをࢪす
٘ਜ਼๷৯のϝΧニζϜ

٘ਜ਼๷৯ܕൽບ
亜鉛めっき鋼板は、化粧を施すように亜鉛の酸化物（保護皮膜）で表
面を覆っているため、腐食の原因となる酸素や水を通しにくくし、
さびを防いでいます。そして万一、保護皮膜が疵ついて素地の鉄が
現れても、疵のまわりの亜鉛が鉄よりも先に溶け出す犠牲防食作用
によって、鉄を守っています。

໿̑ഒのߴ଱৯ੑ
λϑΨーυ� γϦーζ

新日鉄住金のタフガード®シリーズは、亜鉛アルミニウム合金めっ
きにマグネシウムを添加することで、耐食性を約5倍向上※させた新
しいめっき線です。河川護岸用かごマットでは川水による腐食を、送
電線や配電線などの電力・通信・鉄道分野向けでは酸性雨などによ
る腐食を防ぎ、関連製品・設備の飛躍的な長寿命化に役立ち、ライフ
サイクルコスト低減や産業廃棄物の排出量削減にも貢献します。

車ମ๷ࡺニーζにԠ͑る
߹金Խ༹༥ѥԖΊͬき߯൘/4γルόーΞϩΠ

溶融亜鉛めっき鋼板を自動車メーカーがプレス加工する際、
金型に亜鉛が付着しやすいため、複雑な形状の車体を成形で
きませんでした。また車体の塗装に疵が付いたとき、塗膜が
膨れて外観を損なうという課題を抱えていました。こうした
課題を克服するため、新日鉄住金は合金化溶融亜鉛めっき鋼
板NSシルバーアロイを開発しました。合金化溶融亜鉛めっ
きは、亜鉛めっき直後に鋼板を加熱し、母材の鉄を亜鉛めっ
き層に拡散させて亜鉛-鉄合金をつくることで、耐食性が良
好な上に、塗装性にも優れ、なおかつプレス成形性や溶接性
が高まり、日本の自動車車体材料の主流となっています。

߹金Խॲཧϓϩηε

※Ԙਫ෾ໄ�
くͮجධՁにྔݮにおける、Ίͬきछผ෗৯ؒ࣌000
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密着性

塗膜

加工部・疵部

特殊皮膜
腐食抑制剤を
含有

亜鉛めっき層

鋼板

ᶄ腐食抑制作用
ᶃ腐食因子の遮断

腐食因子
水H2O 酸素O2

Cl-
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新日鉄住金のスーパーダイマ®は、従来の溶融亜鉛めっき
鋼板にアルミニウム、マグネシウム、シリコンを加え、これ
らの複合効果で耐食性を従来よりも大幅に向上させました。
シリコンはマグネシウムとの複合作用によって腐食抑制効果
をより高めています。さらに耐食性を担保しつつ鋼板の厚み
を薄くすることで、鋼材使用量の飛躍的な削減（約1/3）を実
現し、省資源化にも寄与。2013年度エコプロダクツ大賞で
エコプロダクツ大賞推進協議会会長賞（優秀賞）を受賞しました。
建材をはじめ家電製品、自動車部材や太陽光発電の架台など、
さまざまな用途に幅広く活用されています。

冷蔵庫、洗濯機、AV機器などの家電製品には、電気亜鉛めっ
き鋼板が使用されています。電気化学反応によって亜鉛めっ
きで鋼板を被覆してさびを防ぎますが、亜鉛めっきは亜鉛表
面が酸化して白さびを形成し見栄えが悪くなるため、長年に
わたって防錆目的のクロメート処理が施されてきました。
クロメート処理で形成される皮膜（クロメート皮膜）は、

①腐食因子を遮断するバリア効果、②皮膜に疵が付くと自己
修復し、腐食を抑制する機能、③塗料密着性の3つの機能を
単一の皮膜で併せ持つ優れた特性があるものの、特定有害物
質の6価クロムが含まれることから、新日鉄住金は6価クロ
ムに代わる物質でクロメート皮膜の機能を代替できるクロメー
トフリー皮膜の開発を他社に先駆けて取り組み、クロメート
フリー処理やクロメートフリー型プレコート鋼板を開発しま
した。
プレコート鋼板とは、あらかじめ塗装を施した鋼板のことで、
家電メーカーや建材メーカーではプレコート鋼板を使用する
ことで自社での塗装工程を省略することができ、揮発性有機
化合物（VOC）問題の解決や塗装設備に使用していたスペース
の有効活用などのメリットが得られるため、広く用いられて
います。クロメートフリー型プレコート鋼板の開発によって、
より環境にやさしい防錆を実現しました。

த෦ཱߓۭࡍࠃମற車৔ （Ѫ஌ݝ）

デッキプレートにスーパーダイマ®が採用されています。

σッΩϓレートのさͼ発ੜϝΧニζϜ

立体駐車場の施工中に塩分を含んだ雨水がデッキプレートに降ったり、
完成後コンクリートの打設状況が悪いとひび割れが発生して、車が運ん
できた海水や融雪剤の塩素がそのひび割れから浸透し、デッキプレート
のさびの原因となります。このような環境下でもスーパーダイマ®は優
れた耐食性で腐食抑制効果を発揮します。

クϩϝートϑϦーൽບの๷৯ߏػ

クロメート皮膜の特長であるバリア効果、自己修復機能、塗
装密着性を代替できる物質を選定し、特殊皮膜でクロメート
フリーを実現しています。

৽೔మॅۚάϧーϓͷ΋ͷͮ͘ΓAdvanced Technology
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ステンレス 非鉄金属

24
時
間

96
時
間

NSSC 180
(19Cr-Cu-Nb-LC)

SUS 304
(18Cr-8Ni)

アルミニウム
(A5052)

銅
(C1020)

ステンレス鋼とは鉄にクロムまたはクロムとニッケル
を加えた合金で、一般にはクロムを11％以上含有して
います。ステンレスの最大の特長である「さびにくい」と
いう性質は、クロムによってつくられる表面皮膜による
もので、不動態皮膜と呼ばれています。
不動態皮膜は主としてクロムと酸素との反応によって

つくられた酸化物で、100万分の1～3ｍｍ（1～3ナノ
メートル）と非常に薄いものの、緻密で化学的に安定し
ています。表面をコーティングのように覆うことで、金
属を防食しています。不動態皮膜の最大の特長は、自己
修復機能を持っている点にあります。たとえ加工中や使
用中に不動態皮膜が破れても瞬時に再生し、何度でも繰
り返し発揮されます。
このように優れた耐食性により、ステンレス鋼の用途

は身近なフォーク、ナイフ、スプーンなどの食器類から
家電製品、自動車のエンジンからマフラーに至る排気系
部品、建築物、発電設備まで広がっています。新日鉄住
金グループでは厚板、薄板、形鋼、棒線、ステンレス箔、
クラッド鋼板など、幅広い用途分野別に豊富なバリエー
ションの製品を供給しています。

म෮するෆ動ଶൽບݾࣗ  ΑΔ๷৯ʹࡐ߯
ෆಈଶൽບのϝΧニζϜ

লݯࢿにد༩する
ল߹金ܕೋ૬εςϯϨε߯

新日鉄住金ステンレス（株）の二相ステンレス鋼は、高い強度と
優れた耐食性を持つステンレスの1つです。特に新たに開発した
省合金型は、クロムを21％程度にまで増やし、窒素を有効に活
用して、ニッケルを2％程度に減らすことにより、高耐食性に加
えて高強度と低コストを実現しています。ダムや水門、ケミカル
タンカー、大型ポンプ、海水淡水化プラントなどに適用され、日
本のものづくり産業の競争力を下支えしています。

཮ᮙ໳ （ؠखݝ）

୅දతなεテンレεとଞૉ材とのൺֱྫ
塩水噴霧試験でさびの発生状況を比べると、アルミニウムや銅は比較的
短時間でさびが発生しましたが、ステンレスはさびが発生しません。
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チタン箔シート
貼り付け部
チタン箔シート
貼り付け部

発錆箇所

●TP工法の構成（鋼管杭の例）

発砲ポリエチレンシート

チタン製カバー材（t=0.6mm）

ペトロラタム系防食テープ
遮水シート

ペトロラタム系ペーストテープ
鋼管杭

固定金具
端部シール
（水中硬化形エポキシ樹脂）

チタン製当て板（t=0.6mm）

チタン製鞘管（t=1.5mm）

鞘管固定部詳細断面図

チタン製鞘管（t=1.5mm）
チタン製当て板（t=0.6mm）
チタン製カバー材（t=0.6mm）

ւ্にු͔Ϳۭ׈ߓ૸࿏をकる

多摩川河口域に設置され厳しい腐食環境となる海上部に建設された羽
田空港D滑走路の桟橋部に、新日鉄住金のジャケット鋼管杭、新日鉄住
金エンジニアリング（株）のNSカバープレート（チタン薄板と塗装鋼板
の間に不燃ウレタン芯材をサンドイッチしたパネル状のカバープレート）、
新日鉄住金ステンレス（株）のステンレスライニングジャケットが採用さ
れています。チタンやステンレスといった耐食性金属を用いた鋼材の
被覆と除湿システムの組み合わせにより、海上の厳しい腐食環境にさら
されるジャケット式桟橋の期待耐用年数を100年とする防食工法技術
で、長期防食を実現し、メンテナンス費用の大幅削減を可能にしました。
2011年度ものづくり日本大賞で内閣総理大臣賞を受賞しました。 Ӌాۭ׈%ߓ૸࿏ （౦ژ౎）

Τッδ෦のృບण໋をԆ͹す
νλϯഩ๷৯޻๏

チタンカバー・ペトロラタム被覆工法（TP工法）
は、チタン製保護カバーとペトロラタム系防食剤を
用いた鋼管杭の防食工法です。橋梁基礎鋼管杭や桟
橋基礎鋼管杭、岸壁鋼矢板などの干満帯・飛沫帯に
おける激しい腐食環境に適用されています。従来技
術の耐用年数が30年程度といわれているのに対して、
紫外線による劣化や腐食の影響のないチタンを保護
カバーに用いたTP工法は50年以上の耐用年数を
可能としました。加えてチタンは、従来保護カバー
に使用されているFRP（繊維強化プラスチック）材な
どに比べて軽量であるため、現場でのハンドリング
が容易となり作業効率の向上も図れます。

৽೔మॅۚάϧーϓͷ΋ͷͮ͘ΓAdvanced Technology

ւ༸ߏ଄෺をकΓଓける

新日鉄住金と日鉄住金防蝕（株）は、金属のなかでも白金並みに耐食性に優れるチタンを用いて、鋼材表面に巻きつけたり、貼り付
けたりして被覆する防食工法の開発で、過酷な腐食環境にある海洋鋼構造物や橋梁などインフラの長寿命化に貢献しています。

ඃ෴ʹΑΔ๷৯  ന金ฒみの༏れたޮՌ νλϯ

チタン箔防食工法は部材端部にチタン箔と基材テー
プから成るチタン箔シートの貼り付けと塗装を複合
施工するものです。チタン箔で水分や塩分を完全に
遮断して、塗膜劣化と鋼材腐食を抑制することにより、
橋梁などの部材端部の防食性能を向上させます。

ଌ؍所೾࡚ڀݚज़ٕߓ࿷ۭߓ
（ݝҵ৓） 橋ࢅ

νλンഩにΑる๷৯の޻ࢪݧࢼ （ྫ新ׁେ橋）

νλϯΧόーɾϖτϩϥλϜඃ෴޻๏ʢ51޻๏ʣ

劣化・腐食因子（ਫ、ࢎૉ、ԘԽ෺ΠΦン、ࢵ֎ઢʜ）

塗膜表面：進入抑制

ɿ߯材 ɿృບ ɿνλンഩγート

チタン箔表面：進入完全遮断

塗装 チタンシート貼り付け＋塗装
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